
欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
八
五
）

欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

石　
　

井　
　

健　
　

司

は
じ
め
に

一　

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
は
何
か

二　

Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

お
わ
り
に

は
じ
め
に

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
そ
れ
に
と
も
な
う
国
民
国
家
の
相
対
化
と
い
う
状
況
の
中
で
、
世
界
各
国
に
お
い
て

「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
（C

itizenship E
ducation

）」
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

論　

説

三
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例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
九
四
年
に
「
二
〇
〇
〇
年
の
目
標

│
ア
メ
リ
カ
教
育
法
（G

oal 2000: E
ducate A

m
erica A

ct

）」

が
制
定
さ
れ
、
同
法
が
掲
げ
る
八
項
目
の
目
標
の
う
ち
二
項
目
に
お
い
て
「
責
任
あ
る
市
民
」
の
育
成
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
同
法
の
制

定
を
受
け
て
「
市
民
教
育
セ
ン
タ
ー
（C

enter for C
ivic E

ducation

）」
が
一
九
九
四
年
に
作
成
し
た
「
市
民
と
政
府
の
た
め
の
全
米
教

育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（N

ational S
tandard for C

ivics and G
overnm

ent

）」
に
お
い
て
も
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
重
要
性
が
明
記
さ

れ
て
い
る
（
奥
村 2009: 25-6; 

山
田 2007: 124-6; cf. 

寺
倉 1994

）。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
九
九
六
年
の
国
民
教
育
省
の
通
達
に
お
い
て
、

「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
（éducation à la citoyenneté

）」
と
い
う
新
た
な
概
念
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
通
達
で
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

教
育
が
教
職
員
を
含
む
す
べ
て
の
学
校
関
係
者
の
か
か
わ
る
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、「
人
権
と
市
民
性
の
教
育
」、「
責
任
感
や
市

民
的
義
務
を
身
に
つ
け
る
教
育
」、「
判
断
力
を
養
う
教
育
」
と
い
う
三
つ
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
鈴
木 2013: 110-1

）。
そ
し
て
、

周
知
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
一
九
九
八
年
に
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ク
リ
ッ
ク
（B

ernard R
. C

rick

）
を
座
長
と
す
る
諮
問
委
員
会
に
よ
っ

て
、『
学
校
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
た
め
の
教
育
と
民
主
主
義
の
指
導
（E

d
u

cation
 for C

itizen
sh

ip an
d

 th
e T

each
in

g of 

D
em

ocracy in
 S

ch
ools, F

inal R
eport of the A

dvisory G
roup on C

itizenship, 1998

）』
と
題
す
る
報
告
書
、
通
称
『
ク
リ
ッ
ク
・
レ

ポ
ー
ト
』
が
発
表
さ
れ
た

（
1
）

。
こ
の
報
告
を
受
け
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
二
〇
〇
二
年
九
月
か
ら
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

（C
itizenship

）」
と
い
う
科
目
が
中
等
教
育
段
階
（
一
一
〜
一
六
歳
）
で
必
修
化
さ
れ
て
い
る

（
2
）

。
ま
た
、
欧
米
諸
国
だ
け
で
な
く
、
タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
も
、
各
国
の
個
別
的
事
情
に
応
じ
た
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
が
展
開

さ
れ
て
い
る

（
3
）

。

こ
う
し
た
世
界
的
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
へ
の
関
心
の
高
ま
り
の
中
で
、
日
本
に
お
い
て
も
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
へ
の
取
り

組
み
が
少
し
ず
つ
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
お
茶
の
水
女
子
大
学
付
属
小
学
校
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
「
市
民
」
と
い
う
科
目
が
新
設
さ
れ
、

四



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
八
七
）

市
民
的
資
質
の
育
成
を
目
標
と
し
た
教
育
が
は
じ
ま
っ
た
。
東
京
都
品
川
区
で
も
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
小
中
一
貫
教
育
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
、「
市
民
科
」
と
い
う
科
目
が
設
け
ら
れ
た
。
ほ
か
に
も
、
埼
玉
県
桶
川
市
立
加
納
中
学
校
、
東
村
山
市
立
秋
津

東
小
学
校
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
な
ど
に
お
い
て
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
へ
の
取
り
組
み
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
（
水
山 

2008: 202-5, 208-10; cf. 

経
済
産
業
省 2006a: 42-62; 

二
宮
編 2007: 75

）。
こ
う
し
た
事
例
に
加
え
て
、
二
〇
〇
六
年
に
は
経
済
産
業
省
か

ら
委
託
を
受
け
た
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
と
経
済
社
会
で
の
人
々
の
活
躍
に
つ
い
て
の
研
究
会
」
が
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に

つ
い
て
の
詳
細
な
報
告
書
と
、
そ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
あ
る
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
宣
言
」
を
発
表
し
て
い
る
。
同
宣
言
は
、
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
つ
う
じ
て
「
自
立
・
自
律
し
た
市
民
」
を
育
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
成
熟
し
た
市
民
社
会
」
を
形
成
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
（
経
済
産
業
省 2006b: 1

）。

こ
の
よ
う
に
、
近
年
、
世
界
各
国
に
お
い
て
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
「
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
と
い
う
語
は
、「
市
民
権
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
市
民
性
」、
す
な
わ
ち
「
市
民
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
」

と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
と
は
、「
市
民
と
し
て
必
要
な
資

質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
」
で
あ
る
と
、
暫
定
的
に
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

（
4
）

。

し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、「
市
民
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
な
の
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
そ
な
え
て
い
れ
ば
、
そ
の
人
は
「
市
民
」
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
な
い
ま
ま
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
」
に
つ
い
て
論
じ
て
も
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教

育
の
真
の
意
義
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
唐
木
（2007

）
や
水
山
（2008

）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

を
め
ぐ
る
議
論
に
は
相
反
す
る
二
つ
の
方
向
性
、
す
な
わ
ち
「
国
民
国
家
が
揺
ら
ぐ
こ
と
を
憂
慮
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

五
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を
強
化
す
る
」
と
い
う
方
向
性
と
、「
国
民
国
家
に
代
わ
る
新
し
い
社
会
（
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
や
市
民
社
会
）
に
貢
献
で
き
る
ポ
ス
ト
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
育
成
す
る
」
と
い
う
方
向
性
が
あ
る
（
唐
木 2007: 44

）。
前
者
の
方
向
性
が
過
度
に
強
調
さ
れ
れ
ば
、「
市

民
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
」
を
〈
国
家
へ
の
忠
誠
心
や
愛
国
心
〉
あ
る
い
は
〈
国
民
と
し
て
の
義
務
や
責
任
を
果
た
す
能
力
〉
と
解

釈
し
、
そ
れ
ら
を
強
化
す
る
教
育
の
推
進
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
る

（
5
）

。

こ
の
よ
う
に
、「
市
民
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
」
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
と
理
解
す
る
か
に
よ
っ
て
、
シ
テ
ィ
ズ

ン
シ
ッ
プ
教
育
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
わ
る
。
そ
れ
で
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
お
い
て
育
成
さ
れ
る
べ
き
「
市
民
と
し
て
必
要

な
資
質
・
能
力
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
を
導
き
出
す
た

め
の
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、「
欧
州
評
議
会
（C

ouncil of E
urope （

6
）

）」
が
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
実
施
し
た
「
民

主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（P

roject on E
ducation for D

em
ocratic C

itizenship

）」、
通
称
「
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
着
目
し
て
み
た
い
。

欧
州
評
議
会
は
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
に
開
催
し
た
第
二
回
加
盟
国
首
脳
会
議
に
お
い
て
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に

取
り
組
む
こ
と
を
公
式
に
宣
言
し
た
。
こ
の
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
最
終
宣
言
（F

inal D
eclaration

）」
は
、「
市
民
の
権
利
と
責
任
、
お

よ
び
市
民
社
会
へ
の
若
者
の
参
加
に
基
づ
く
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
願
望
」
を
表
明
し
て
い
る

（C
ouncil of E

urope 1997

）。
ま
た
、「
最
終
宣
言
」
と
と
も
に
採
択
さ
れ
た
「
行
動
計
画
（A

ction P
lan

）」
も
、「
加
盟
国
首
脳
は
、
民

主
主
義
社
会
に
お
け
る
自
ら
の
権
利
と
責
任
に
対
す
る
市
民
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

教
育
の
た
め
の
構
想
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
決
定
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（C

ouncil of E
urope 1997

）。

欧
州
評
議
会
は
、
こ
う
し
た
最
終
宣
言
お
よ
び
行
動
計
画
を
受
け
て
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
た
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

六



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
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ク
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お
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石
井
）

（
八
九
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を
発
足
さ
せ
た
。
そ
の
具
体
的
な
活
動
を
担
っ
た
の
は
、
次
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
第
一
の
グ
ル
ー
プ
（
グ
ル
ー
プ
Ａ
）
は
、「
概

念
／
定
義
」
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
た
め
の
概
念
枠
組
み
を
考
案
す
る
と
と

も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
民
主
化
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
ス
キ
ル
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
第
二
の
グ
ル
ー
プ
（
グ
ル
ー
プ

Ｂ
）
は
、「
試
験
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
・
サ
イ
ト
」
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
・
サ
イ
ト
（citizenship sites

）」
と
名
づ
け
ら
れ
た
試
験
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
＝
地
方
レ
ベ
ル
に
お
い
て
市
民
が
積
極
的
に
社
会
に
参
加
す
る

と
い
う
構
想
）
の
運
営
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
第
三
の
グ
ル
ー
プ
（
グ
ル
ー
プ
Ｃ
）
は
、「
訓
練
お
よ
び
支
援
シ
ス
テ
ム
」
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
学
習
・
教
授
・
訓
練
方
法
の
明
確
化
、
教
育
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
情
報
と
経
験
の
交
換
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
設
立
な
ど
を
行
な
っ
た
。
こ
う
し
た
活
動
の
成
果
は
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
会
議
に
お
い
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
統
合
報
告
書
（synthesis report

）」
と
、
三
つ
の
「
補
足
的
研
究
（com

plem
entary studies

）」
と
い
う
形
で
発
表
さ

れ
た
（B

îrzéa 2000: 3

）。

こ
う
し
て
発
表
さ
れ
た
各
報
告
書
の
中
で
、
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（com

petency

）」
と
い
う
概
念
に
基
づ

い
て
、
市
民
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
規
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
統
合
報
告
書
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
教
育
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
公
式
的
な
地
位
（a form

al status

）
と
見
な
す

だ
け
で
な
く
、
市
民
と
し
て
活
動
す
る
た
め
の
効
果
的
な
能
力
（the eff ective ability to act as citizens

）
と
見
な
し
て
い
る
。
こ

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
教
育
や
職
業
や
年
齢
の
タ
イ
プ
や
レ
ベ
ル
に
関
係
な
く
、
各
人
が
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

七
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プ
の
た
め
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（core com
petencies

）
を
習
得
す
る
必
要
が
あ
る
。（B

îrzéa 2000: 33

）

こ
の
引
用
文
に
お
い
て
、
統
合
報
告
書
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
に
は
、「〔
市
民
と
し
て
の
〕
公
式
的
な
地
位
」
と
い
う

側
面
と
、「
市
民
と
し
て
活
動
す
る
た
め
の
効
果
的
な
能
力
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
議
論
の
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
後
者
の
側
面
で
あ
る
。
統
合
報
告
書
は
、
人
々
が
市
民
と
し
て
効
果
的
に
活
動
す
る
た
め

に
は
、
学
歴
・
職
業
・
年
齢
に
関
係
な
く
、「
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
た
め
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
を
習
得
す
る
必

要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
Ｃ
の
報
告
書
も
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
目
標
の
一
つ
と
し
て
、「
民
主
的
市

民
社
会
へ
の
能
動
的
な
参
加
（active participation

）
の
た
め
に
必
要
な
知
識
と
ス
キ
ル
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
市
民
に
対
し
て
提
供
す

る
こ
と
」
を
挙
げ
て
い
る
（D

uerr et al. 2000: 13

）。

こ
う
し
た
各
報
告
書
の
記
述
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
習
得
／
提
供
と

い
う
形
で
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
具
体
的
な
目
標
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
欧
州
評
議
会
の
試
み
を
検
討
す
る
こ
と

は
、「
市
民
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
な
の
か
と
い
う
問
い
を
め
ぐ
る
議
論
に
対
し
て
、

一
定
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
欧
州
評
議
会
が
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
提
案
し
て
い
る
「
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
た
め
の
コ

ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
具
体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
は
、
二
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
一
章
で
は
、

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
い
う
概
念
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
形
成
さ
れ
普
及
し
た
の
か
を
概
観
し
な
が
ら
、
こ
の
概
念
の
意
味
を
確
認
す

る
。
第
二
章
で
は
、
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
過
程
で
提
出
さ
れ
た
三
つ
の
報
告
書
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

八



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
九
一
）

ト
が
「
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
た
め
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
内
容
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
規
定
し
た
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
。一　

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
は
何
か

（
1
）　

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概
念
の
形
成

前
述
し
た
よ
う
に
、
欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
と
い
う
概
念
に
基
づ
い
て
、
市
民
と
し
て
必

要
な
資
質
・
能
力
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
も
そ
も
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
の
概
念
で
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
過
程
を
経
て
形
成
さ
れ
普
及
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
い
う
概
念
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
当
初
は
心
理
学
の
分
野
で
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

（
加
藤 2011: 1-2

）。
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
関
す
る
最
も
初
期
の
定
義
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
心
理
学
者
ホ
ワ
イ
ト
（R

obert W
. W

hite

）

が
一
九
五
九
年
に
発
表
し
た
論
文
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
論
文
の
中
で
ホ
ワ
イ
ト
は
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
ス

（com
petence

）」
と
い
う
概
念
を
「
環
境
と
効
果
的
に
相
互
作
用
す
る
有
機
体
の
能
力
」
と
定
義
し
て
い
る
。
ホ
ワ
イ
ト
の
目
的
は
、
動

物
心
理
学
と
精
神
分
析
と
い
う
二
つ
の
分
野
で
の
諸
研
究
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
動
因
で
も
本
能
で
も
な
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
新
た
な

概
念
を
抽
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
金
井
・
高
橋 2004: 36-7 （

7
）

）。

こ
の
よ
う
に
当
初
は
心
理
学
の
分
野
で
考
案
さ
れ
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
概
念
が
、
そ
の
後
、
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（H

um
an 

R
esource M

anagem
ent

）
の
分
野
、
す
な
わ
ち
企
業
に
お
け
る
人
材
の
採
用
・
育
成
・
評
価
な
ど
の
分
野
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
心
理
学
者
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
（D

avid C
. M

cC
lelland

）
が
一
九
七
三
年
に
発
表
し
た

九
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論
文
で
あ
っ
た
。
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
は
、
動
機
づ
け
研
究
、
特
に
達
成
動
機
の
研
究
で
知
ら
れ
る
心
理
学
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
材
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
業
務
と
す
る
マ
ク
バ
ー
（M

cB
er

）
社
の
創
設
者
の
一
人
で
も
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
論
文
の
中
で
、
旧
来
の
学
問
的
適
性
テ

ス
ト
や
知
識
内
容
テ
ス
ト
、
あ
る
い
は
学
校
の
成
績
や
資
格
証
明
書
で
は
、
①
職
務
上
の
業
績
や
人
生
に
お
け
る
成
功
を
予
測
で
き
な
い

こ
と
、
②
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
女
性
・
低
い
社
会
経
済
的
階
層
出
身
者
に
不
利
を
も
た
ら
す
場
合
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
マ
ク
レ
ラ
ン

ド
は
、
心
理
学
上
の
概
念
で
あ
っ
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
野
に
応
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
務
上
の
業
績
を

予
測
で
き
、
か
つ
人
種
・
性
別
・
社
会
経
済
的
階
層
の
差
に
よ
っ
て
不
利
を
も
た
ら
す
こ
と
の
少
な
い
人
材
評
価
の
手
法
を
開
発
し
よ
う

と
試
み
た
。
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
の
が
、「
職
務
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
評
価
法
（Job C

om
petency A

ssessm
ent: JC

A

）」
と
呼
ば
れ
る
テ
ス

ト
手
法
で
あ
る
。
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
が
開
発
し
た
こ
の
評
価
法
は
、
そ
の
後
、
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
野
で
広
く
用
い
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
（
加
藤 2011: 2-3; 

松
下 2010: 11-2; S

pencer &
 S

pencer 1993: 3

＝2001: 3

）。

こ
う
し
た
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
の
研
究
成
果
を
引
き
継
い
で
、JC

A

に
つ
い
て
体
系
的
か
つ
具
体
的
に
論
じ
た
の
が
、
彼
の
後
継
者
で
あ

り
共
同
研
究
者
で
も
あ
っ
た
ス
ペ
ン
サ
ー
夫
妻
（L

yle M
. S

pencer &
 S

igne M
. S

pencer

）
で
あ
る
（
加
藤 2011: 4; 

松
下 2010: 13

）。
ス

ペ
ン
サ
ー
夫
妻
は
、
主
著
『
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
展
開
（C

om
peten

ce at W
ork: M

od
els for S

u
perior P

erform
an

ce, 

1993

）』
の
中
で
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
概
念
を
「
あ
る
職
務
や
状
況
に
お
い
て
、
基
準
に
照
ら
し
て
有
効
か
つ
卓
越
し
た
業
績
、
ま
た

は
そ
の
ど
ち
ら
か
の
業
績
と
因
果
関
係
が
あ
る
個
人
の
基
底
的
な
特
性
」
と
定
義
し
て
い
る
（S

pencer &
 S

pencer 1993: 9

＝2011: 11

）。

こ
の
定
義
に
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
と
っ
て
重
要
な
三
つ
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
第
一
の
要
素
は
、「
基
底
的
な
特
性

（underlying characteristics

）」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
人
間
の
人
格
の
か
な
り
深
く
て
永
続
的
な
部
分
で
あ
り
、
多

種
多
様
な
状
況
や
職
務
タ
ス
ク
に
お
け
る
行
動
を
予
測
で
き
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
第
二
の
要
素
は
、「
因
果
関
係
が
あ
る
（causally 

一
〇



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
九
三
）

related

）」
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
行
動
や
業
績
の
原

因
と
な
り
、
そ
れ
ら
を
予
測
す
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
第
三
の
要
素
は
、「
基
準

に
照
ら
し
て
（criterion-referenced

）」
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
が
成
績
の
良
い
者
と
そ
う
で
な
い
者
を
実
際
に
予
測
す
る
」
こ
と
を
意
味
す

る
（S

pencer &
 S

pencer 1993: 9

＝2011: 11

）。

こ
う
し
た
意
味
で
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
夫
妻
に
よ
れ
ば
、「
動

機
（M

otives

）」（
＝
人
間
が
常
に
考
え
あ
る
い
は
欲
す
る
、
活
動
を
引
き
起
こ
す
物
事
）、

「
特
性
（T

rait

）」（
＝
身
体
的
特
徴
、
お
よ
び
状
況
や
情
報
に
対
す
る
一
貫
し
た
反
応
）、

「
自
己
概
念
（S

elf-C
oncept

）」（
＝
人
間
の
態
度
、
価
値
、
自
己
像
）、「
知
識

（K
now

ledge

）」（
＝
特
定
の
内
容
の
分
野
に
お
い
て
人
間
が
も
つ
情
報
）、「
ス
キ
ル

（S
kill

）」（
＝
一
定
の
身
体
的
・
知
的
タ
ス
ク
を
遂
行
す
る
能
力
）
と
い
う
五
つ
の
要
素
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
五
つ
の
要
素
の
構
造
を
、
ス
ペ
ン
サ
ー
夫
妻
は
、

図
1
の
よ
う
な
「
氷
山
モ
デ
ル
」
と
「
同
心
円
モ
デ
ル
」
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。

図
1
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
ス
キ
ル
や
知
識
と
い
っ
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、
目

に
見
え
や
す
く
、
比
較
的
表
層
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
評
価
や
開
発
が
容
易
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
特
性
や
動
機
と
い
っ
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、
目
に
見
え
に

く
く
、
人
格
の
中
核
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
評
価
や
開
発
が
困
難
で
あ
る
。
こ
う

図 1　スペンサー夫妻が提案したコンピテンシー・モデル──「氷山モデル」と「同心円モデル」
氷山モデル

スキル
知 識

スキル

自己イメージ

特 性
動 因

態度、価値観

知識

自己イメージ
特 性
動 因

かくされた

目に見える

表層的
（開発が容易）

中核的人格
（開発が困難）

（出典） 　Spencer&Spencer（1993: 11＝2011: 14）。

一
一
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四
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し
た
分
析
に
基
づ
い
て
ス
ペ
ン
サ
ー
夫
妻
は
、
多
く
の
企
業
は
ス
キ
ル
や
知
識
の
よ
う
な
表
層
的
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
へ
の
評
価
に
基
づ

い
て
人
材
の
選
考
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
コ
ス
ト
効
果
性
の
高
い
選
考
の
順
序
は
そ
の
逆
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
特
性
や
動
機

の
よ
う
な
中
核
的
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
へ
の
評
価
に
基
づ
い
て
選
考
を
行
な
い
、
選
考
後
に
ス
キ
ル
や
知
識
を
開
発
す
る
ほ
う
が
費
用
効

果
は
高
い
と
、
ス
ペ
ン
サ
ー
夫
妻
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
（S

pencer &
 S

pencer 1993: 11-2

＝2011: 14-5

）。

こ
う
し
て
マ
ク
レ
ラ
ン
ド
や
ス
ペ
ン
サ
ー
夫
妻
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
概
念
やJC

A

の
方
法
論
は
、
そ
の
後
、

企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
野
に
広
く
普
及
し
て
い
っ
た
（
松
下 2010: 16

）。

（
2
）　

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概
念
の
展
開

│
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
「
デ
セ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

以
上
の
よ
う
な
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
野
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概
念
の
普
及
は
、
高
等
教
育
や
職
業
教
育
の
分
野
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
（
松
下 2010: 16

）。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
六
七
年
に
連
邦
教
育
局
が
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に

基
づ
く
教
師
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
モ
デ
ル
の
開
発
を
提
言
し
た
こ
と
を
契
機
に
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
基
盤
と
す
る
教
育
（C

om
petency - 

B
ased E

ducation

）」
が
普
及
・
拡
大
し
、
一
時
は
四
〇
〇
以
上
の
機
関
で
取
り
入
れ
ら
れ
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
実
践
面
で
浸
透
し
て

い
っ
た
。
こ
う
し
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
基
盤
と
す
る
教
育
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
行
動
主
義
へ
の
批
判
か
ら
一
時
衰
退

し
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
再
び
脚
光
を
浴
び
、
各
国
の
学
校
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
宮
ほ
か
（2004

）
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
基
盤
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（C

om
petency-B

ased C
urriculum

）」
は
、

現
在
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
に
お
い
て
も
、
直
接
的
に
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
い
う
語
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

一
二



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
九
五
）

概
念
が
学
校
教
育
に
適
用
さ
れ
、
教
育
の
共
通
目
標
と
し
て
志
向
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
二
宮
ほ
か 2004: 45-50

）。

し
か
し
、
こ
う
し
た
教
育
分
野
へ
の
浸
透
に
と
も
な
っ
て
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
と
い
う
概
念
は
、
き
わ
め
て
多
様
な
形
で
定
義
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
概
念
は
、
厳
密
さ
と
一
貫
性
を
欠
い
た
状
態
で
、「
ス
キ
ル
（skill

）」、「
ク
オ
リ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（qualifi cation

）」、「
リ
テ
ラ
シ
ー
（literacy

）」
と
い
っ
た
概
念
と
の
違
い
が
は
っ
き
り
し
な
い
ま
ま
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
ラ
イ
チ
ェ
ン
（D

om
inique S

. R
ychen

）
と
サ
ル
ガ
ニ
ク
（L

aura 

H
. S

alganik

）
は
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概
念
へ
の
理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
再
検
討
す
る
と
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概
念
に
は
単
一
の
使
用
法

な
ど
な
く
、
ま
た
広
く
公
認
さ
れ
て
い
る
定
義
も
画
一
化
さ
れ
た
理
論
も
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
社
会
科
学
の
文
献

に
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
複
合
的
で
多
様
な
定
義
が
存
在
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（R

ychen &
 S

alganik 2003: 41-2

＝2006: 64-5

）。

こ
う
し
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概
念
を
め
ぐ
る
混
乱
状
況
を
前
に
し
て
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（O

E
C
D

）
は
、
一
九
九
七
年
、「
現
在
お

よ
び
未
来
の
世
界
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
何
か
、
そ
う
し
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
開
発
し
育
成
す
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
」
と
い
う
課
題
に
応
え
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
評
価
と
指
標
の
た
め
の
参
照
枠
組
み
を
開
発
す
る
た
め
に
、「
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
の
定
義
と
選
択

│
そ
の
理
論
的
・
概
念
的
基
礎
（D

efi nition and S
election of C

om
petencies: T

heoretical and C
onceptual 

F
oundations

）」
と
題
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
セ
コ
（D

eS
eC

o

）」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ
た
（R

ychen &
 S

alganik 

2003: vii-viii

＝2006: 17-8

）。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
九
九
七
年
一
二
月
に
始
ま
り
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
と
二
〇
〇
二
年
二
月
に

二
度
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
、
二
〇
〇
三
年
に
最
終
報
告
書
『
人
生
の
成
功
と
正
常
に
機
能
す
る
社
会
の
た
め
の
キ
ー
・
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
』（K

ey C
om

peten
cies for a S

u
ccessfu

l L
ife an

d
 a W

ell-F
u

n
ction

in
g S

ociety

）
を
刊
行
し
て
、
そ
の
活
動
を
終
了
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
作
業
計
画
は
、
①
先
行
研
究
の
批
判
的
分
析
、
②
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概
念
の
解
明
、
③
理
論
に
基
づ
く
一
連
の
キ
ー
・

一
三
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コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
確
定
、
④
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
内
で
の
各
国
協
議
の
組
織
化
、
と
い
う
四
つ
の
主
要
な
活
動
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
（R

ychen 

&
 S

alganik 2003: 1-12

＝2006: 24-31

）。

デ
セ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
『
概
要
（E

xecutive S
um

m
ary

）』
に
よ
れ
ば
、
現
代
社
会
は
人
々
に
困
難
な
要
求
を
突
き
つ
け
て
お
り
、

人
々
は
そ
の
生
活
の
多
く
の
場
面
で
複
雑
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
「
人
生
の
成
功
（a S

uccessful L
ife

）」

と
「
正
常
に
機
能
す
る
社
会
（a W

ell-F
unctioning S

ociety

）」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
能
力
が
必

要
で
あ
る
。
デ
セ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
単
な
る
知
識
や
ス
キ
ル
で
は
な
く
、「
特
定
の
文
脈
の
中
で
（
ス
キ
ル
や
態

度
を
含
む
）
心
理
社
会
的
な
リ
ソ
ー
ス
を
引
き
出
し
動
員
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
複
雑
な
要
求
に
対
応
す
る
能
力
」
と
定
義
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
う
ち
、
①
「
社
会
と
個
人
に
と
っ
て
価
値
あ
る
結
果
を
も
た
ら
す
」、
②
「
さ
ま
ざ
ま
な
状
況

に
お
け
る
重
要
な
課
題
へ
の
適
応
を
助
け
る
」、
③
「
特
定
の
専
門
家
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
個
人
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
」
と
い
う
三

つ
の
条
件
を
満
た
し
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
こ
と
を
「
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（key com

petency

）」
と
規
定
し
た
（O

E
C
D
 2005: 4

＝

2006: 201

）。

デ
セ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
三
つ
の
広
域
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
、
そ
の
中
で
あ
わ
せ
て
九
つ
の
キ
ー
・
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
整
理
し
た
の
が
表
1
で
あ
る
。
第
一
の
広
域
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、「〔
言
語
や
知
識
や
技
術
な
ど

の
〕
ツ
ー
ル
を
相
互
作
用
的
に
用
い
る
能
力
」
で
あ
る
。
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
①
「
言
語
、
シ
ン
ボ
ル
、
テ
キ
ス
ト
を
相
互
作
用
的
に

用
い
る
能
力
」、
②
「
知
識
と
情
報
を
相
互
作
用
的
に
用
い
る
能
力
」、
③
「
技
術
を
相
互
作
用
的
に
用
い
る
能
力
」
と
い
う
三
つ
の
能
力

か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
二
の
広
域
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、「
異
質
な
人
々
か
ら
な
る
集
団
の
中
で
交
流
す
る
能
力
」
で
あ
る
。
こ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
は
、
④
「
他
人
と
う
ま
く
付
き
合
う
能
力
」、
⑤
「
協
力
し
、
チ
ー
ム
で
働
く
能
力
」、
⑥
「
紛
争
に
対
処
し
、
解
決
す
る
能
力
」
と

一
四



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
九
七
）

い
う
三
つ
の
能
力
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
三
の
広
域
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
、「
自
律
的
に
活
動
す
る
能
力
」
で
あ
る
。
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
、
⑦
「
大
局
的
に
活
動
す
る
能
力
」、
⑧
「
人
生
設
計
や
個
人

的
計
画
を
立
案
し
、
実
行
す
る
能
力
」、
⑨
「
権
利
、
利
害
、
限

界
、
要
求
を
守
り
、
主
張
す
る
能
力
」
と
い
う
三
つ
の
能
力
か
ら

構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
広
域
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
相
互
に
関
係
し
て

お
り
、
全
体
と
し
て
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
特
定
し
そ
れ
を

位
置
づ
け
る
た
め
の
基
礎
を
形
成
し
て
い
る
と
、
デ
セ
コ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
結
論
づ
け
て
い
る
（O

E
C
D
 2005: 5-6, 10-15

＝2006: 

202-3, 210-18

）。

以
上
、
本
章
で
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
概
念
が
ど
の
よ
う
な

歴
史
的
過
程
を
経
て
形
成
さ
れ
、
普
及
し
て
い
っ
た
の
か
を
概
観

し
た
。
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
概
念
は
、
一
九
七
〇
〜
一
九
九
〇
年

代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
当
初
は
心
理
学
上
の
概
念
と
し
て
考

案
さ
れ
、
そ
の
後
、
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
野
に
応
用

さ
れ
理
論
的
な
発
展
を
と
げ
た
。
こ
う
し
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概

念
の
普
及
は
、
教
育
の
分
野
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

表 1　デセコプロジェクトにおけるキー・コンピテンシーのリスト

内　容

〔言語や知識や技術などの〕

ツールを相互作用的に用いる

能力

①　言語、シンボル、テキストを相互作用的

に用いる能力

②　知識と情報を相互作用的に用いる能力

③　技術を相互作用的に用いる能力

異質な人々からなる集団

の中で交流する能力

④　他人とうまく付き合う能力

⑤　協力し、チームで働く能力

⑥　紛争に対処し、解決する能力

自律的に活動する能力 ⑦　大局的に活動する能力

⑧　人生設計や個人的計画を立案し、実行す

る能力

⑨　権利、利害、限界、要求を守り、主張す

る能力

（出典） 　OECD（2005: 5-6, 10-15＝2006: 202-3, 210-18）をもとに筆者が作成。

各内容に付されている数字は筆者がつけたもの。
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な
っ
た
。
本
章
で
は
、
代
表
的
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
定
義
と
し
て
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
野
に
お
け
る
ス
ペ
ン
サ
ー
夫
妻
の
定
義

と
、
教
育
の
分
野
に
お
け
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
デ
セ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
定
義
を
取
り
上
げ
た
。
松
下
（2010

）
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
両
者
の

定
義
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
①
「
能
力
の
中
に
、
可
視
化
し
や
す
い
認
知
的
要
素
（
知
識
や
ス
キ
ル
）
だ
け
で
な
く
、
よ
り
人
格
の
深

部
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
非
認
知
的
要
素
（
動
機
、
特
性
、
自
己
概
念
、
態
度
、
価
値
観
な
ど
）
を
も
含
む
」、
②
「
き
わ
め
て
広
い
一
般
性

を
も
つ
と
想
定
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
二
つ
の
点
で
あ
る
（
松
下 2010: 28-30

）。
こ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
た
う
え
で
整
理
す
れ
ば
、
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
は
、
す
べ
て
の
個
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
お
い
て
複
雑
な
要
求
に
対
応
す
る
た
め
の
基
底
的
な
能
力
で
あ
り
、
知
識

や
ス
キ
ル
の
よ
う
な
認
知
的
・
表
層
的
要
素
だ
け
で
な
く
、
動
機
、
特
性
、
態
度
、
価
値
の
よ
う
な
非
認
知
的
・
深
層
的
要
素
も
含
ん
だ

概
念
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

（
8
）

。

二　

Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

本
章
で
は
、
欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
内
容
を
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。

Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
統
合
報
告
書
の
中
で
、
ル
ー
マ
ニ
ア
教
育
科
学
研
究
所
の
ビ
ル
ゼ
ア
（C

ésar B
îrzéa

）
は
、「
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
と
は
、
知
識
と
異
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
脈
に
お
け
る
予
見
で
き
な
い
問
題
を
解
決
す
る
方
法
（m

ethod

）、
す
な
わ
ち
潜
在
能
力

（potential

）
を
意
味
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
（B

îrzéa 2000: 33

）。
知
識
が
固
定
的
な
性
質
を
も
つ
の
に
対
し
て
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は

開
放
的
か
つ
包
括
的
な
性
質
を
も
ち
、
そ
れ
ゆ
え
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
人
間
の
潜

在
能
力
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
お
い
て
実
践
（practices

）
や
活
動
（actions
）
を
生
み
出
す
一
連
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
で
あ
る
と

一
六
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い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ビ
ル
ゼ
ア
は
、
こ
う
し
た
概
念
規
定
に
基
づ
い
て
、
教
育
の
目
的
と
は
「
可
視
的
な
行
動
（behaviours

）
や
活
動

（actions
）
や
態
度
（attitudes

）
を
生
み
出
す
基
盤
と
な
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
形
成
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
（B

îrzéa 

2000: 33
）。

こ
う
し
た
統
合
報
告
書
の
記
述
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
概
念
を
行
動
や
活
動
や
態
度

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
生
み
出
す
基
底
的
な
能
力
と
と
ら
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
概
念
規
定
に
し
た
が
え
ば
、
民
主
主
義
的
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
は
、
民
主
的
な
行
動
や
活
動
や
態
度
を
生
み
出
す
基
底
的
な
能
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
実
際
に
、
ビ
ル
ゼ
ア
は
、
統
合
報
告
書
の
中
で
、「
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
最
小
限
の
潜
在
能
力
、
す
な
わ
ち

コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
民
主
的
行
動
も
起
こ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
（B

îrzéa 2000: 33

）。

そ
れ
で
は
、
そ
う
し
た
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
能
力
な
の
だ
ろ

う
か
。
ビ
ル
ゼ
ア
に
よ
れ
ば
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
お
け
る
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
リ
ス
ト
は
、
非
常
に
多
様

で
あ
る
。
そ
う
し
た
リ
ス
ト
の
目
的
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
全
体
的
な
視
点
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
方
向
づ
け
と
し
て
の
価
値
は
も
つ
も
の
の
、
規
範
的
な
価
値
は
も
た
な
い
（B

îrzéa 2000: 34

）。
こ
う
指
摘
し

た
う
え
で
ビ
ル
ゼ
ア
は
、
統
合
報
告
書
の
付
録
の
表
5
（T

able 5 in the A
nnex

）
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
過
程
で
提
案

さ
れ
た
三
つ
の
リ
ス
ト
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
整
理
し
て
い
る
。
第
一
の
リ
ス
ト
は
、
ビ
ル
ゼ
ア
自
身
が
一
九
九
六
年
の
報
告
書
で

提
案
し
た
も
の
で
あ
る
（B

îrzéa 1996 （
9
）

）。
第
二
の
リ
ス
ト
は
、
オ
ラ
ン
ダ
政
治
参
加
研
究
所
の
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
（R

uud V
eldhuis

）
が

一
九
九
七
年
の
報
告
書
で
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
（V

eldhuis 1997: 12-5
）。
第
三
の
リ
ス
ト
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
大
学
の
オ
デ
ィ
ジ
ェ

（F
rançois A

udigier

）
が
一
九
九
八
年
の
報
告
書
で
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
（A

udigier 1998 （
10
）

）。
以
下
で
は
、
こ
の
三
つ
の
リ
ス
ト
の
具

一
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（
一
〇
〇
）

体
的
な
内
容
を
分
析
す
る
。

（
1
）　

ビ
ル
ゼ
ア
の
報
告
書
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

ま
ず
は
、
ビ
ル
ゼ
ア
が
一
九
九
六
年
の
報
告
書
で
提
案
し
た
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
リ
ス
ト

の
内
容
を
分
析
し
て
み
た
い
。
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
す
る
直
前
の
一
九
九
六
年
六
月
、
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
お
い

て
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
関
す
る
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
ビ
ル
ゼ
ア
は
、
こ
の
会
議
に
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
そ
の

後
の
作
業
の
基
礎
と
な
っ
た
「
一
般
報
告
書
（G

eneral R
eport

）」
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
の
中
で
ビ
ル
ゼ
ア
は
、
民
主
主
義

的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
リ
ス
ト
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
が
表
2
で
あ
る
。

こ
の
リ
ス
ト
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
ビ
ル
ゼ
ア
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
「
知
識

（K
now

ledge

）」「
価
値
（V

alues

）」「
ス
キ
ル
（S

kills

）」
と
い
う
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
い
る
。「
知
識
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
お
い
て
は
、
①
「
民
主
主
義
お
よ
び
民
主
主
義
的
諸
制
度
が
機
能
す
る
方
法
」、
②
「
政
治
・
法
・
金
融
の
プ
ロ
セ
ス
」、
③
「
市
民
の

権
利
・
自
由
・
責
任
」
な
ど
が
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
つ
う
じ
て
学
ぶ
べ
き
知
識
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
価

値
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
①
「
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
等
し
い
価
値
」、
②
「
自
己
と
他
者
の
尊
重
」、
③
「
自
由
」、
④
「
連

帯
」、
⑤
「
寛
容
」
な
ど
が
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
つ
う
じ
て
学
ぶ
べ
き
価
値
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
ス
キ

ル
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
①
「
非
暴
力
的
な
手
段
に
よ
っ
て
紛
争
を
解
決
す
る
」、
②
「
自
分
自
身
の
見
解
を
主
張
し
、

か
つ
擁
護
す
る
方
法
を
知
る
」、
③
「
他
者
の
主
張
を
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
が
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を

つ
う
じ
て
学
ぶ
べ
き
ス
キ
ル
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ビ
ル
ゼ
ア
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
統
合
報
告
書
に
お
い
て
は
、

一
八



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
一
〇
一
）

民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

を
民
主
的
な
行
動
や
活
動
や
態

度
を
生
み
出
す
基
底
的
な
能
力

と
と
ら
え
て
い
た
。
こ
の
概
念

規
定
に
し
た
が
え
ば
、
ビ
ル
ゼ

ア
は
、
民
主
的
な
行
動
・
活

動
・
態
度
を
生
み
出
す
た
め
に

は
、
表
2
で
挙
げ
た
よ
う
な
知

識
・
価
値
・
ス
キ
ル
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
ビ
ル
ゼ
ア

は
、
一
九
九
六
年
の
報
告
書
の

中
で
、「
知
識
」「
価
値
」「
ス

キ
ル
」
と
い
う
三
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
る
民
主
主

義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ

表 2　ビルゼアが提案した民主主義的シティズンシップのコア・コンピテンシーのリスト

内　容

知
識

①　民主主義および民主的諸制度が機能する方法

②　政治・法・金融のプロセス

③　市民の権利・自由・責任

④　民主主義的シティズンシップの文脈

⑤　ヨーロッパ的文脈と国際的文脈

価
値

①　あらゆる人間の等しい価値

②　自己と他者の尊重

③　自由

④　連帯

⑤　寛容

⑥　理解

⑦　市民的勇気

ス
キ
ル

①　非暴力的な手段によって紛争を解決する

②　自分自身の見解を主張し、かつ擁護する方法を知る

③　他者の主張を解釈することができる

④　差異を認めてそれを受容する方法を知る

⑤　選択する方法、選択肢を分類する方法、それらを倫理的に分析する

方法を知る

⑥　共同責任を引き受ける方法

⑦　他者と建設的かつ非抑圧的な関係を築く方法

⑧　批判的精神を発展させる方法、モデルと真実を比較する方法

（出典） 　Bîrzéa（2000: 83-5）をもとに筆者が作成。各項目に付されている数字

は筆者がつけたもの。
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（
一
〇
二
）

ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
リ
ス
ト
を
提
案
し
た
。
彼
が
提
案
し
た
こ
の
リ
ス
ト
は
、
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
そ
の
後
の
進
展
過
程
に
お

い
て
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
基
本
的
な
分
類
枠
組
み
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
言
い
方

を
変
え
れ
ば
、
ビ
ル
ゼ
ア
の
リ
ス
ト
は
、
そ
の
後
提
案
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ト
の
「
ひ
な
が
た
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

な
っ
た
。

（
2
）　

フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
報
告
書
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

次
に
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
が
一
九
九
七
年
の
報
告
書
で
提
案
し
た
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
リ

ス
ト
を
検
討
し
て
み
た
い
。
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
こ
の
報
告
書
の
中
で
、「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

（C
ore conpetem

ces of citizenship education

）」
の
リ
ス
ト
と
し
て
、「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（m

axim
um

 package

）」
と
「
最
小
限
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
（m

inim
um

 package

）」
と
い
う
二
つ
の
リ
ス
ト
を
挙
げ
て
い
る
。

①　
「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

ま
ず
は
、「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
内
容
を
分
析
し
て
み
た
い
。
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
こ
の
リ
ス
ト
の
中
で
、
民
主
主
義
的
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
取
り
上
げ
る
べ
き
内
容
を
「
政
治
的
／
法
的
次
元
（political / legal dim

ension

）」「
文
化

的
次
元
（cultural dim

ension

）」「
社
会
的
次
元
（social dim

ension

）」「
経
済
的
次
元
（econom

ic dim
ension

）」
と
い
う
四
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
示
し
た
の
が
表
3
で
あ
る
。

こ
の
リ
ス
ト
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
第
一
の
「
政
治
的
／
法
的
次
元
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
①
「
民
主
主
義
の
概

二
〇



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
一
〇
三
）

表 3　フェルドハウスが提案した「最大限のパッケージ」

内　容

政
治
的
／
法
的
次
元

①　民主主義の概念
②　民主主義的シティズンシップの概念
③　ナショナル・レベル、インターナショナル・レベル、ヨーロッパ・レ

ベルにおける政治構造と意思決定過程、選挙制度、政党、圧力団体
④　政治参加と参加形態（デモに参加する、報道機関に手紙を送るなど）
⑤　ヨーロッパにおける市民社会、民主主義の価値、人権などの歴史と

基礎
⑥　ヨーロッパ統合と国際政治を含む、現在の政治問題についての意識
⑦　国際関係、国際組織、および国際立法
⑧　メディアの役割
⑨　裁判制度
⑩　国家予算

文
化
的
次
元

①　情報技術とマスメディアの役割
②　異文化間の経験／異文化の経験
③　各国およびヨーロッパ共通の文化遺産
④　特定の規範や価値の優位
⑤　国家の歴史
⑥　人種差別主義および差別との闘争
⑦　環境の保護

社
会
的
次
元

①　社会的孤立および社会的排除との戦い
②　（一般的な）人権の擁護
③　社会内の多様な集団（国内の少数民族やエスニック・グループ）の

結束
④　社会問題、すなわち社会的・民族的集団の状況に対する感受性
⑤　未来志向の社会モデルへの取り組み
⑥　男女平等のための取り組み
⑦　情報社会の社会的重大性
⑧　社会保障・福祉・読み書き能力・健康のグローバルなレベルでの相違
⑨　国家的および国際的安全保障

経
済
的
次
元

①　市場経済の諸側面
②　ヨーロッパおよびグローバルな経済協力の挑戦
③　職業資格の向上
④　マイノリティ集団の経済プロセスへの統合（積極的差別）
⑤　革新的な方法と戦略によるグローバル化の挑戦との戦い
⑥　ヨーロッパのさまざまな労働状況
⑦　雇用と失業の諸側面
⑧　労働法の原理
⑨　ヨーロッパ単一市場のメカニズム
⑩　グローバル経済の生態学側面
⑪　世界経済の変化の社会的重大性
⑫　消費者の権利

（出典） 　Veldhuis（1997: 12-4）をもとに筆者が作成。各項目に付されている数

字は筆者がつけたもの。
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（
一
〇
四
）

念
」、
②
「
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
概
念
」、
③
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ベ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ベ
ル
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
・
レ
ベ
ル
に
お
け
る
政
治
構
造
と
意
思
決
定
過
程
、
選
挙
制
度
、
政
党
、
圧
力
団
体
」、
④
「
政
治
参
加
と
参
加
形
態
（
デ
モ
に
参
加
す

る
、
報
道
機
関
に
手
紙
を
送
る
な
ど
）」、
⑤
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
市
民
社
会
、
民
主
主
義
の
価
値
、
人
権
な
ど
の
歴
史
と
基
礎
」
な
ど

の
内
容
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
の
「
文
化
的
次
元
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
、
①
「
情
報
技
術
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
」、
②

「
異
文
化
間
の
経
験
／
異
文
化
の
経
験
」、
③
「
各
国
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
通
の
文
化
遺
産
」
な
ど
の
内
容
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
三

の
「
社
会
的
次
元
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
、
①
「
社
会
的
孤
立
お
よ
び
社
会
的
排
除
と
の
戦
い
」、
②
「（
一
般
的
な
）
人
権
の
擁
護
」、

③
「
社
会
内
の
多
様
な
集
団
（
国
内
の
少
数
民
族
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
）
の
結
束
」
な
ど
の
内
容
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
四
の
「
経

済
的
次
元
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
、
①
「
市
場
経
済
の
諸
側
面
」、
②
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
協
力
の
挑
戦
」、

③
「
職
業
資
格
の
向
上
」、
④
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
の
経
済
プ
ロ
セ
ス
へ
の
統
合
（
積
極
的
差
別
）」
な
ど
の
内
容
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

（V
eldhuis 1997: 12-4

）。

フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
こ
う
し
た
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
大
き
く
相
互
依
存
し
て
い
る
」
と
し
つ
つ
も
、「
私
は
、
…
…
政
治
的
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
政
治
的
次
元
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
支
配
的
な
次
元
で
あ
る
。〔
な
ぜ
な
ら
〕
政
治
的

決
定
は
、
他
の
す
べ
て
の
次
元
に
影
響
を
及
ぼ
す
〔
か
ら
で
あ
る
〕」
と
述
べ
て
、
政
治
的
次
元
の
学
習
内
容
を
他
の
次
元
よ
り
も
重
視

し
て
い
る
（V

eldhuis 1997: 12

）。

ま
た
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
こ
の
リ
ス
ト
は
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
基
準
の
公
式
化
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
理
想
の
モ
デ

ル
の
た
め
の
第
一
稿
（fi rst draft

）」
で
あ
る
と
し
て
い
る
（V

eldhuis 1997: 12
）。
そ
し
て
、
こ
の
リ
ス
ト
が
適
切
に
作
成
さ
れ
た
な
ら
、

「
教
科
書
な
ど
の
著
者
に
と
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
の
た
め
の
基
準
と
し
て
機
能
す
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
（V

eldhuis 1997: 14

）。

二
二



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
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テ
ィ
ズ
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シ
ッ
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の
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ア
・
コ
ン
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テ
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シ
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（
石
井
）

（
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〇
五
）

こ
う
し
た
記
述
は
、「
は
じ
め
に
」
で
も
言
及
し
た
ア
メ
リ
カ
の
教
育
制
度
に
お
け
る
「
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
存
在
を
念
頭
に
置
い

た
も
の
で
あ
る

（
11
）

と
い
え
よ
う
。
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
お
い
て
も
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な

「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
「
第
一
稿
」
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
同
時
に
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
こ
の
リ
ス
ト
は
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
部
と
な
る
べ
き
認
知
的
側
面
（cognitive aspects

）

を
定
式
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
態
度
（attitudes

）
や
ス
キ
ル
（skills

）
を
詳
細
に
説
明
し
た
も
の
で
は
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る

（V
eldhuis 1997: 12

）。
つ
ま
り
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
が
提
案
し
た
「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教

育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
べ
き
知
識
の
み

・

・

・

・

を
整
理
し
た
限
定
的
な
リ
ス
ト
で
あ
り
、
市
民
に
必
要
な
態
度
や
ス
キ
ル
ま

で
を
網
羅
し
た
包
括
的
な
リ
ス
ト
で
は
な
い
。
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
そ
れ
ら
を
網
羅
し
た
包
括
的
な
リ
ス
ト
を
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
と
名
づ
け
、
同
じ
報
告
書
の
中
で
提
示
し
て
い
る
。
次
項
で
こ
の
リ
ス
ト
の
内
容
を
分
析
し
て
み
た
い
。

②　
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
一
九
九
七
年
の
報
告
書
の
中
で
、「
議
会
制
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
中
で
市
民
が
市
民
と
し
て
お
お
む
ね
適
切
に
機

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

能
す
る
た
め
に
は

・

・

・

・

・

・

・

、
ど
の
よ
う
な
知
識

・

・

・

・

・

・

・

（know
ledge

）、
態
度

・

・

（attitudes

）、
知
的
ス
キ
ル
と
参
加
の
ス
キ
ル

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（intellectual and 

participatory skills

）
が
必
要
だ
ろ
う
か

・

・

・

・

・

・

・

」
と
い
う
問
い
を
提
起
し
て
い
る
（V

eldhuis 1997: 14

）。
そ
し
て
、
こ
の
問
い
に
応
え
る
形
で

民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
整
理
し
た
リ
ス
ト
を
、「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
し
て
提
示
し
て

い
る
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
整
理
し
た
の
が
表
4
で
あ
る
。

こ
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
「
知
識
・
洞
察

二
三
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表 4　フェルドハウスが提案した「最小限のパッケージ」

内　容

知
識
・
洞
察

①　民主主義の概念
②　民主主義的シティズンシップの概念
③　（市民社会を含む）民主主義社会の機能
④　個人に対する社会の影響
⑤　政治的意思決定と立法
⑥　市民の権利と義務
⑦　政党と利益団体の役割
⑧　意思決定に参加するための選択肢
⑨　政策形成に影響を与える方法
⑩　現在の政治的諸問題

態
度
／
意
見

①　社会的・政治的事柄への関心
②　国民としてのアイデンティティ
③　民主主義について
④　民主主義的シティズンシップについて
⑤　政治的信条
⑥　政治的有効性
⑦　自制
⑧　忠誠
⑨　寛容、自分自身がもつ偏見の認識
⑩　他者の尊重
⑪　ヨーロッパ文明の価値
⑫　ヨーロッパがその根拠としている価値（民主主義／社会正義／人権）

知
的
ス
キ
ル

①　さまざまなメディアを通して政治的な情報を集め、取り入れる
②　情報・政策・意見に対する批判的アプローチ
③　コミュニケーションスキル（自分の意見を論証し、主張し、表現す

ることができる）
④　過程・制度・機能・目標を記述する
⑤　非暴力的な紛争解決を求める
⑥　責任を取る
⑦　判断する能力
⑧　選択し、立揚をはっきりさせる

参
加
の
ス
キ
ル

①　政策や決定に影響を与える（陳情やロビイング）
②　パートナー組織との連携を確立し、協力する
③　政治的な討議に参加する
④　社会的・政治的過程に参加する（政党や利益団体のメンバーになる、

投票する、手紙を送る、デモに参加する、その他）

（出典） 　Veldhuis（1997: 15）をもとに筆者が作成。各項目に付されている数字

は筆者がつけたもの。

二
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欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
一
〇
七
）

（know
ledge of, insight in

）」「
態
度
／
意
見
（attitudes / opinions

）」「
知
的
ス
キ
ル
（intellectual skills

）」「
参
加
の
ス
キ
ル

（participatory skills

）」
と
い
う
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
い
る
。
第
一
の
「
知
識
・
洞
察
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
は
、

①
「
民
主
主
義
の
概
念
」、
②
「
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
概
念
」、
⑤
「
政
治
的
意
思
決
定
と
立
法
」、
⑥
「
市
民
の
権
利
と

義
務
」、
⑦
「
政
党
と
利
益
団
体
の
役
割
」、
⑧
「
意
思
決
定
に
参
加
す
る
た
め
の
選
択
肢
」、
⑨
「
政
策
形
成
に
影
響
を
与
え
る
方
法
」

な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
の
「
態
度
／
意
見
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
①
「
社
会
的
・
政
治
的
事

柄
へ
の
関
心
」、
②
「
国
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」、
⑨
「
寛
容
、
自
分
自
身
が
も
つ
偏
見
の
認
識
」、
⑩
「
他
者
の
尊
重
」
な

ど
の
態
度
や
意
見
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
の
「
知
的
ス
キ
ル
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
①
「
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を

通
し
て
政
治
的
な
情
報
を
集
め
、
取
り
入
れ
る
」、
②
「
情
報
・
政
策
・
意
見
に
対
す
る
批
判
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」、
③
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
（
自
分
の
意
見
を
論
証
し
、
主
張
し
、
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
）」、
⑤
「
非
暴
力
的
な
紛
争
解
決
を
求
め
る
」
な
ど
の
知
的

ス
キ
ル
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
四
の
「
参
加
の
ス
キ
ル
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
①
「
政
策
や
決
定
に
影
響
を
与
え
る

（
陳
情
や
ロ
ビ
イ
ン
グ
）」、
②
「
パ
ー
ト
ナ
ー
組
織
と
の
連
携
を
確
立
し
、
協
力
す
る
」、
③
「
政
治
的
な
討
議
に
参
加
す
る
」、
④
「
社
会

的
・
政
治
的
過
程
に
参
加
す
る
（
政
党
や
利
益
団
体
の
メ
ン
バ
ー
に
な
る
、
投
票
す
る
、
手
紙
を
送
る
、
デ
モ
に
参
加
す
る
、
そ
の
他
）」
な
ど
の

参
加
の
ス
キ
ル
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（V

eldhuis 1997: 15

）。

こ
う
し
た
分
析
の
結
果
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
は
、
民
主
主
義
社
会
の
中
で
市
民
が
市
民
と
し
て
機
能

す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
、
態
度
、
知
的
ス
キ
ル
、
参
加
の
ス
キ
ル
を
整
理
し
た
、
包
括
的
な
リ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

二
五
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③　
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
比
較

以
上
の
よ
う
な
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
内
容
を
、
前
項
で
検
討
し
た
「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
内
容
と
比
較
し
て
み
た
い
。

二
つ
の
リ
ス
ト
の
内
容
を
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
に
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

の
「
政
治
的
／
法
的
次
元
」
に
お
け
る
①
「
民
主
主
義
の
概
念
」
と
②
「
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
概
念
」
は
、「
最
小
限
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
「
知
識
・
洞
察
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る
①
②
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
「
政
治
的

／
法
的
次
元
」
に
お
け
る
③
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ベ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ベ
ル
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
レ
ベ
ル
に
お
け
る
政
治
構

造
と
意
思
決
定
過
程
、
選
挙
制
度
、
政
党
、
圧
力
団
体
」
は
、「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
「
知
識
・
洞
察
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る

⑤
「
政
治
的
意
思
決
定
と
立
法
」
や
⑦
「
政
党
と
利
益
団
体
の
役
割
」
と
重
な
る
部
分
が
多
い
。「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
「
政
治

的
／
法
的
次
元
」
に
お
け
る
④
「
政
治
参
加
と
参
加
形
態
（
デ
モ
に
参
加
す
る
、
報
道
機
関
に
手
紙
を
送
る
な
ど
）」
は
、「
最
小
限
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
の
「
参
加
の
ス
キ
ル
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る
④
「
社
会
的
・
政
治
的
過
程
に
参
加
す
る
（
政
党
や
利
益
団
体
の
メ
ン
バ
ー
に
な

る
、
投
票
す
る
、
手
紙
を
送
る
、
デ
モ
に
参
加
す
る
、
そ
の
他
）」
に
相
当
す
る
。「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
「
政
治
的
／
法
的
次
元
」
に

お
け
る
⑤
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
市
民
社
会
、
民
主
主
義
の
価
値
、
人
権
な
ど
の
歴
史
と
基
礎
」
と
、「
社
会
的
次
元
」
に
お
け
る
②

「（
一
般
的
な
）
人
権
の
擁
護
」
は
、「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
「
知
識
・
洞
察
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
⑥
「
市
民
の
権
利
と
義
務
」

に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
が
提
案
し
た
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
「
知
識
・
洞
察
」「
態
度
／
意
見
」「
知
的
ス
キ
ル
」「
参
加
の
ス
キ
ル
」
と
い
う
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
整

理
し
た
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ

二
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ン
シ
ー
の
認
知
的
側
面
の
み
、
す
な
わ
ち
知
識
と
い
う
要
素
の
み
に
着
目
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
「
政
治
的
／
法
的
次
元
」「
文
化
的
次
元
」

「
社
会
的
次
元
」「
経
済
的
次
元
」
と
い
う
四
つ
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
整
理
し
た
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、「
最
小
限

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
「
知
識
・
洞
察
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
内
容
の
多
く
が
、「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
で
は
四
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
細
分
化
さ
れ
、
よ
り
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
の
リ
ス
ト
の
内
容
に
多
く
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で

あ
る
。

④　

フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
ビ
ル
ゼ
ア
の
リ
ス
ト
の
比
較

次
に
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
、
ビ
ル
ゼ
ア
が
一
九
九
六
年
の
報
告
書
で
提
案
し
た
リ
ス
ト
と
比
較
し
て

み
た
い
。

フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
は
、「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
い
て
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を

「
知
識
・
洞
察
」「
態
度
／
意
見
」「
知
的
ス
キ
ル
」「
参
加
の
ス
キ
ル
」
と
い
う
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
た
。
一
方
、
前
述
し
た
よ

う
に
ビ
ル
ゼ
ア
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
「
知
識
」「
価
値
」「
ス
キ
ル
」
と
い
う
三
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
た
。
二
つ
の
リ
ス
ト
の
分
類
枠
組
み
は
、
表
現
は
多
少
異
な
る
も
の
の
、
お
お
む
ね
共
通
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
。

例
え
ば
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
け
る
「
知
識
・
洞
察
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
ビ
ル
ゼ
ア
の
リ
ス
ト
に
お
け

る
「
知
識
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
相
当
す
る
。
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
け
る
「
態
度
／
意
見
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、

ビ
ル
ゼ
ア
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
価
値
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
対
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

に
お
け
る
「
知
的
ス
キ
ル
」
と
「
参
加
の
ス
キ
ル
」
と
い
う
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
ビ
ル
ゼ
ア
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
ス
キ
ル
」
カ
テ

二
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ゴ
リ
ー
を
細
分
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ビ
ル
ゼ
ア
と
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
リ
ス
ト
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ビ
ル
ゼ
ア
が
考

案
し
た
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
分
類
枠
組
み
を
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
が
基
本
的
に
継
承
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
身
に
つ
い
て
も
共
通
点
が
多
い
。
例
え
ば
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
け
る

「
知
識
・
洞
察
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
⑥
「
市
民
の
権
利
と
義
務
」
は
、
ビ
ル
ゼ
ア
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
知
識
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
③
「
市
民

の
権
利
・
自
由
・
責
任
」
に
相
当
す
る
。
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
け
る
「
態
度
／
意
見
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

⑨
「
寛
容
、
自
分
自
身
が
も
つ
偏
見
の
認
識
」
は
、
ビ
ル
ゼ
ア
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
価
値
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
⑤
「
寛
容
」
と
ほ
ぼ
一
致

す
る
。
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
け
る
「
態
度
／
意
見
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
⑩
「
他
者
の
尊
重
」
も
、
ビ
ル
ゼ

ア
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
価
値
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
②
「
自
己
お
よ
び
他
者
の
尊
重
」
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
け
る
「
知
的
ス
キ
ル
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
③
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
（
自
分
の
意
見
を
論
証
し
、
主
張
し
、

表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
）」
は
、
ビ
ル
ゼ
ア
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
ス
キ
ル
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
②
「
自
分
自
身
の
見
解
を
主
張
し
、
か
つ

擁
護
す
る
方
法
を
知
る
」、
③
「
他
者
の
主
張
を
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
」、
⑦
「
他
者
と
建
設
的
か
つ
非
抑
圧
的
な
関
係
を
築
く
方

法
」
な
ど
を
集
約
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
の
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
け
る
「
知
的
ス
キ
ル
」

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
⑤
「
非
暴
力
的
な
紛
争
解
決
を
求
め
る
」
も
、
ビ
ル
ゼ
ア
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
ス
キ
ル
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
①
「
非
暴
力

的
な
手
段
に
よ
っ
て
紛
争
を
解
決
す
る
」
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
比
較
検
討
か
ら
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
が
提
案
し
た
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
は
、
ビ
ル
ゼ
ア
が
一
九
九
六
年
の
報
告
書
で
考
案
し
た
リ
ス
ト
を
原
型
に
し
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
発
展
さ
せ

二
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た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
本
節
で
は
、
フ
ェ
ル
ド
ハ
ウ
ス
が
一
九
九
七
年
の
報
告
書
で
提
案
し
た
「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
「
最
大

限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
い
う
二
つ
の
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
リ
ス
ト
の
内
容
を
分
析
し
た
。

「
最
小
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
「
知
識
・
洞
察
」「
態
度
／
意
見
」

「
知
的
ス
キ
ル
」「
参
加
の
ス
キ
ル
」
と
い
う
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
た
う
え
で
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
習
得
す
べ
き
最
小
限

・

・

・

の・

内
容
を
示
し
た
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
一
方
、「
最
大
限
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
は
、〈
知
識
〉
と
い
う
要
素
に
限
定
し
た
う
え
で
、
そ
れ
を
さ

ら
に
「
政
治
的
／
法
的
次
元
」「
文
化
的
次
元
」「
社
会
的
次
元
」「
経
済
的
次
元
」
と
い
う
四
つ
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
、
各
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
習
得
す
べ
き
最
大
限
の

・

・

・

・

内
容
を
示
し
た
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

（
3
）　

オ
デ
ィ
ジ
ェ
の
報
告
書
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

最
後
に
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
が
一
九
九
八
年
の
報
告
書
で
提
案
し
た
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
リ
ス

ト
の
内
容
を
分
析
し
て
み
た
い
。
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
発
表
さ
れ
た
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
グ
ル
ー
プ
Ａ
の
報
告
書
の
中

で
、「
市
民
（citizen

）
と
は
、
民
主
的
な
社
会
に
お
い
て
権
利
と
義
務
を
も
つ
者
の
こ
と
で
あ
る
。
…
…
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
は
、
基
本
的
な
価
値
と
し
て
個
人
の
自
律
を
含
ん
で
い
る
」
と
し
た
う
え
で
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

二
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民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
関
連
す
る
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

、
自
由
か
つ
自
律
的
で
社
会
に
お
け
る
自
ら
の
権
利

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

と
義
務
に
自
覚
的
な
人
間
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

。
こ
の
社
会
で
は

・

・

・

・

・

・

、
各
人
の
自
由
が
行
使
さ
れ
る
枠
組
み
を
定

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

め
る
共
同
生
活
の
ル
ー
ル

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

、
す
な
わ
ち
法
を
制
定
す
る
権
力
と

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

、
こ
の
権
力
を
行
使
す
る
人
々
の
任
命
と
統
制
が

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

、
す
べ
て
の
市
民

・

・

・

・

・

・

の
監
督
下
に
あ
る

・

・

・

・

・

・

・

。（A
udigier 2000: 17

）

引
用
文
中
の
「
自
由
か
つ
自
律
的
で
社
会
に
お
け
る
自
ら
の
権
利
と
義
務
に
自
覚
的
な
人
間
」
と
い
う
の
は
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
が
育
成
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
た
理
想
の
市
民
像
の
こ
と
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
市
民
に
と
っ
て
必
要
な
資
質
や
能
力
の
こ
と
を
、

オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、「
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
関
連
す
る
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
と
呼
ん
で
い
る
。
オ
デ
ィ
ジ
ェ
が
民
主

主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
関
す
る
議
論
の
中
で
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
概
念
を
き
わ
め
て
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
の
報
告
書

の
タ
イ
ト
ル
が
『
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
基
礎
概
念
と
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（B

asic C
on

cepts an
d

 C
ore 

C
om

peten
cies for E

d
u

cation
 for D

em
ocratic C

itizen
sh

ip

）』
と
題
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
が
提
案
し
た
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
リ
ス
ト
の
内
容
を
分
析
し
て

み
よ
う
。
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、
こ
の
報
告
書
の
中
で
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
、
①
「
認
知
的
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（cognitive com

petences

）」、
②
「
情
動
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
、
お
よ
び
価
値
選
択
と
関
連
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

（aff ective com
petences and those connected w

ith the choice of values
）」、
③
「
活
動
と
関
連
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（those connected 

w
ith action

）」
と
い
う
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
整
理
し
た
の
が
表
5
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
右
の
三
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
が
提
案
し
た
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
内
容
を
分
析
し
て
い
く
。

三
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表 5　オディジェが提案した民主主義的シティズンシップのコア・コンピテンシーのリスト

内　容 付随する能力

認
知
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

①　法と政治の性質についてのコ
ンピテンシー

・集団生活のルールについての知識
・ ルールを確立するための民主的

条件についての知識
・ 民主的社会における権力につい

ての知識
・ 自由と活動を管理している民主

的公共機関とルールについての
知識

②　現在の世界についての知識 ・ 議論されている問題についての
多少の知識

・社会を批判的に分析する能力
・ 予測の能力（＝問題と解決策を

長期的な視点でとらえ、浅薄な
短期的分析を避ける能力）

③　手続き的性質についてのコン
ピテンシー

・ 主張する能力
・ 反省する能力（＝人権の原理と価

値に照らして活動と論争を再検討
し、価値や利害などが対立する場
において可能な活動の方向性と
限界について反省する能力）

④　人権と民主主義的シティズン
シップの原理および価値につ
いての知識

情
動
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

①　自由
②　平等
③　連帯

・自己と他者の承認、および尊重
・傾聴する能力
・ 社会における暴力の位置づけへ

の反省
・暴力を抑制した紛争の解決
・差異と多様性の肯定的な受容
・他者への信頼
・寛容

社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

①　他者と共生し、協力し、共同
のプロジェクトを計画・実行
し、責任を引き受ける能力

②　民主的な法の原理にのっとっ
て紛争を解決する能力

③　公的な討論に参加し、実際の
生活場面で論争し選択する能
力

（出典） 　Audigier（2000: 21-3）をもとに筆者が作成。各項目に付されている数

字は筆者がつけたもの。
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①　

認
知
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

ま
ず
は
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
の
リ
ス
ト
の
第
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
「
認
知
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
内
容
を
分
析
し
て
み
た
い
。
オ

デ
ィ
ジ
ェ
は
、
こ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
さ
ら
に
、
①
「
法
と
政
治
の
性
質
に
つ
い
て
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（com

petences of a legal 

and political nature

）」、
②
「
現
在
の
世
界
に
つ
い
て
の
知
識
（know

ledge of the present w
orld

）」、
③
「
手
続
き
的
性
質
に
つ
い
て
の

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（com

petences of a procedural nature

）」、
④
「
人
権
と
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
原
理
お
よ
び
価
値
に
つ

い
て
の
知
識
（know

ledge of the principles and values of hum
an rights and dem

ocratic citizenship

）」
と
い
う
四
つ
の
下
位
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
類
し
て
い
る
。

認
知
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
第
一
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、「
法
と
政
治
の
性
質
に
つ
い
て
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
で
あ
る
。
オ
デ
ィ

ジ
ェ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
必
要
な
の
は
、「
集
団
生
活
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
知
識
」、「
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
た
め

の
民
主
的
条
件
に
つ
い
て
の
知
識
」、「
民
主
的
社
会
に
お
け
る
権
力
に
つ
い
て
の
知
識
」、「
自
由
と
活
動
を
管
理
し
て
い
る
民
主
的
公
共

機
関
と
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
知
識
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
知
識
が
活
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、〈
公
共
機
関
を
監
視
し
自
由
を
守
る
こ
と
は

自
分
た
ち
の
責
任
で
あ
る
〉
と
い
う
意
識
を
す
べ
て
の
市
民
が
も
つ
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
法
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、

「
市
民
が
自
分
た
ち
の
自
由
を
守
り
、
個
人
を
保
護
し
、
権
力
者
に
よ
る
権
力
の
濫
用
に
異
議
を
申
し
立
て
る
た
め
の
〝
武
器
〞

（w
eapons

）
で
あ
る
」
と
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
主
張
し
て
い
る
（A

udigier 2000: 21

）。

認
知
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
第
二
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、「
現
在
の
世
界
に
つ
い
て
の
知
識
」
で
あ
る
。
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、
公
的
な

討
論
（public debate

）
に
参
加
し
、
そ
こ
で
示
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
選
択
肢
に
つ
い
て
有
効
な
決
定
を
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
に

は
、
何
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
議
論
さ
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
の
多
少
の
知
識
」
を
も
つ
こ
と

三
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が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
必
要
な
知
識
の
量
が
増
加
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
う
し
た
大
量
の
知
識

は
暫
定
的
・
流
動
的
な
性
質
を
も
つ
た
め
、
い
か
な
る
個
人
も
完
全
な
知
識
を
も
つ
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
は
、「
社

会
を
批
判
的
に
分
析
す
る
能
力
（capacity for critical analysis of the society

）」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
加
え
て
、「
予
測
の
能
力

（anticipatory capacities

）」、
す
な
わ
ち
「
問
題
と
解
決
策
を
長
期
的
な
視
点
で
と
ら
え
、
浅
薄
な
短
期
的
分
析
を
避
け
る
能
力
」
も
重

要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
代
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
資
源
・
原
子
力
・
遺
伝
子
操
作
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
の
決
定
の
多
く
は
、

わ
れ
わ
れ
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
（A

udigier 2000: 21-2

）。

認
知
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
第
三
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、「
手
続
き
的
性
質
に
つ
い
て
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
で
あ
る
。
オ
デ
ィ

ジ
ェ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、「
分
析
と
総
合
」
の
能
力
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
さ
ま
ざ
ま
な
全
般
的
知
的
能
力
」
を

指
す
も
の
で
あ
る
。
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、
そ
う
し
た
知
的
能
力
の
中
で
も
特
に
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
関
連
す
る
能
力
と
し
て
、

「
主
張
す
る
能
力
（the ability to argue

）」
と
「
反
省
す
る
能
力
（the ability to refl ect

）」
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
前
者
は
、「
議

論
す
る
こ
と
（to debate

）」
と
関
係
す
る
。
後
者
は
、
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、「
人
権
の
原
理
と
価
値
に
照
ら
し
て
活
動
と
論
争
を
再
検

討
し
、
価
値
や
利
害
な
ど
が
対
立
す
る
場
に
お
い
て
可
能
な
活
動
の
方
向
性
と
限
界
に
つ
い
て
反
省
す
る
能
力
」
で
あ
る
（A

udigier 

2000: 22

）。

認
知
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
第
四
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、「
人
権
と
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
原
理
お
よ
び
価
値
に
つ
い

て
の
知
識
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
原
理
と
価
値
は
、
各
人
の
自
由
と
平
等
な
尊
厳
に
基
づ
く
人
間
観
を
要
求
と
す
る
と
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は

述
べ
て
い
る
（A

udigier 2000: 22

）。

オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、「
認
知
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
は
以
上
の
よ
う
な
四
つ
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
主
張
し
た
。
そ
れ

三
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ぞ
れ
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
で
オ
デ
ィ
ジ
ェ
が
挙
げ
て
い
る
諸
要
素
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
つ
う
じ
て
習
得
さ

れ
る
べ
き
知
識
と
、
そ
の
知
識
を
活
用
す
る
た
め
の
能
力
を
整
理
し
た
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

②　

情
動
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
倫
理
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）

次
に
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
の
リ
ス
ト
の
第
二
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
「
情
動
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
、
お
よ
び
価
値
選
択
と
関
連
す
る
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
」
の
内
容
を
分
析
し
て
み
た
い
。
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、
報
告
書
の
別
の
箇
所
で
は
、
こ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
「
倫
理
的
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
（ethical com

petences
）」
と
表
現
し
て
い
る
（A

udigier 2000: 22

）。

オ
デ
ィ
ジ
ェ
に
よ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
人
間
は
特
定
の
価
値
に
し
た
が
っ
て
自
分
自
身
を
つ
く
り
あ
げ
る
と
と
も
に
、
他
者
と
の
関
係
を

築
い
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
価
値
の
受
容
は
、
必
ず
し
も
合
理
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
常
に
「
情
動
的
・
感
情

的
側
面
（aff ective and em

otional aspects
）」
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
人
権
や
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
原
理
の
受

容
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
情
動
的
・
感
情
的
側
面
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
は
、
単
な
る
「
権
利
と
義
務
の
カ
タ
ロ
グ
」

に
還
元
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
個
人
と
集
団
の
感
情
的
次
元
に
お
け
る
価
値
の
転
換
を
必
然
的
に
と
も
な
う
（A

udigier 2000: 22

）。

そ
れ
で
は
、
民
主
的
な
市
民
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
必
要
な
価
値
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
オ
デ
ィ
ジ
ェ
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た

価
値
の
中
心
に
あ
る
の
は
、
①
「
自
由
・

・

」、
②
「
平
等

・

・

」、
③
「
連
帯

・

・

」
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
三
つ
の
価
値
は
、「
自
己
と
他
者
の

承
認
、
お
よ
び
尊
重
」、「
傾
聴
す
る
能
力
」、「
社
会
に
お
け
る
暴
力
の
位
置
づ
け
へ
の
反
省
」、「
暴
力
を
抑
制
し
た
紛
争
の
解
決
」
と

い
っ
た
態
度
や
能
力
を
必
然
的
に
と
も
な
う
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
価
値
や
態
度
は
、「
差
異
と
多
様
性
の
肯
定
的
な
受
容
」、「
他
者
へ

三
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の
信
頼
」、
そ
し
て
、
よ
り
広
い
「
寛
容
」
の
概
念
を
要
求
す
る
。
価
値
へ
の
こ
う
し
た
言
及
は
、
法
律
を
手
段
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
に
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
指
摘
し
て
い
る
（A

udigier 2000: 22-3

）。

オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、「
情
動
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
倫
理
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）」
は
以
上
の
よ
う
な
価
値
と
態
度
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
主
張

し
た
。
こ
う
し
た
倫
理
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
構
成
す
る
諸
要
素
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
つ
う
じ
て
習
得
さ
れ
る

べ
き
価
値
と
、
そ
う
し
た
価
値
に
基
づ
く
態
度
を
整
理
し
た
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

③　

活
動
と
関
連
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）

最
後
に
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
の
リ
ス
ト
の
第
三
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
「
活
動
と
関
連
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
内
容
を
分
析
し
て
み
た

い
。
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、
報
告
書
の
別
の
箇
所
で
は
、
こ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
「
活
動
の
能
力
（capacities for action

）」、
あ
る
い
は

「
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（social com

petences
）」
と
表
現
し
て
い
る
（A

udigier 2000: 23

）。

オ
デ
ィ
ジ
ェ
に
よ
れ
ば
、
日
常
生
活
に
お
い
て
意
味
を
も
つ
知
識
や
態
度
や
価
値
は
、
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
つ
う
じ
て
具
体
化

さ
れ
る
。
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、
社
会
に
お
い
て
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
る
能
力
や
、
責
任
を
負
う
能
力
を
向
上
さ
せ
る
。
こ
う

し
た
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、
次
の
三
つ
の
能
力
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
の
能
力
は
、
①
「
他
者
と
共
生
し
協
力
す
る
能
力

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

、

共
同
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
・
実
行
す
る
能
力
、
責
任
を
引
き
受
け
る
能
力
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
能
力
は
、
異
文
化
間
の
交
流
に
貢

献
す
る
。
第
二
の
能
力
は
、
②
「
民
主
的
な
法
の
原
理
に
の
っ
と
っ
て
紛
争
を
解
決
す
る
能
力
」
で
あ
る
。
こ
の
能
力
の
基
本
原
理
は
、

「
紛
争
に
関
与
し
て
い
な
い
第
三
者
へ
の
依
頼
」
と
、「
論
争
の
当
事
者
か
ら
意
見
を
聞
い
て
真
実
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
開
か
れ
た
議

論
」
の
二
つ
で
あ
る
。
第
三
の
能
力
は
、
③
「
公
的
な
議
論
に
参
加
す
る
能
力

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

、
実
際
の
生
活
場
面
で
主
張
し
選
択
す
る
能
力
」
で
あ
る

三
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（A
udigier 2000: 23

）。

オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、「
活
動
と
関
連
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）」
は
以
上
の
よ
う
な
能
力
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
主

張
し
た
。
こ
う
し
た
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
構
成
す
る
諸
要
素
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
つ
う
じ
て
習
得
し
た

知
識
や
価
値
や
態
度
を
活
か
す
た
め
の
実
践
的
な
活
動
の
能
力
を
整
理
し
た
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
、
①
「
認
知
的
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
（
知
識
）」、
②
「
倫
理
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
価
値
と
態
度
）」、
③
「
社
会
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
活
動
）」
と
い
う
三
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
類
し
た
。
オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
、
こ
う
し
た
三
つ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、「
認
知
」「
情
動
と
価
値
」「
社
会
」
と
い
う
三
つ
の
角
か
ら
な
る
三
角
形
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
の
関
係
を
視
覚
的
に
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
、
他
を
排
除
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
お
い
て
相
互
に
依
存
し
て
い
る
。（A

udigier 2000: 23

）

引
用
文
中
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
は
、
相
互
に
排
他
的
な
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
相
互
補
完
的
な
関
係
に
あ
る
。
例
え
ば
、
紛
争
を
平
和
的
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、
平
和
的
な
解
決
を
準
備
す
る
民
主
主
義
の
原
理

に
つ
い
て
の
〈
知
識
〉
が
必
要
で
あ
る
し
、
暴
力
の
抑
制
や
私
刑
の
否
認
と
い
う
価
値
に
基
づ
く
〈
個
人
の
態
度
〉
が
必
要
で
あ
る
し
、

討
論
と
関
連
す
る
〈
活
動
の
能
力
〉
も
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
相
互
補
完
的
に
用
い
る
こ

三
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と
に
よ
っ
て
、
市
民
は
市
民
と
し
て
効
果
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
習
得
を
目
標
と
す
べ
き
で
あ
り
、
習
得
の
遅
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
に
つ
い
て
は
取
り
組
み
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
習
得
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、「
自
由
か
つ
自
律
的
で
社
会
に
お
け
る
自
ら
の
権
利
と
義
務
に
自
覚
的
な
人
間
」、
す
な
わ
ち
理
想
の
市
民
が
育
成
さ
れ
る
と
、

オ
デ
ィ
ジ
ェ
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
（A

udigier 2000: 23

）。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
欧
州
評
議
会
が
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
提
案
し
た
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
の
具
体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
過
程
で
提
出
さ
れ
た
三
つ
の
報
告
書
の
内
容
を
分
析
し
た
。
三

つ
の
報
告
書
の
中
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
リ
ス
ト
が
示
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
ら
の
リ
ス
ト
は
、
非
常
に
多
様
な
内
容
を
も
っ
て
い
た
が
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
お
お

む
ね
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
す
る
点
で
は
共
通
し
て
い
た
。
第
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
民
主
主
義
に
つ
い
て
の
〈
知
識
〉
で
あ
る
。

第
二
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
民
主
主
義
を
構
成
す
る
〈
価
値
〉、
お
よ
び
そ
う
し
た
価
値
に
基
づ
く
〈
態
度
〉
で
あ
る
。
第
三
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
は
、
民
主
主
義
を
支
え
る
実
践
的
な
〈
活
動
〉、
お
よ
び
そ
う
し
た
活
動
の
た
め
の
〈
ス
キ
ル
〉
で
あ
る
。
欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
こ
う
し
た
三
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
と

規
定
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
市
民
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
」
と
は
い
っ
た
い
何
か
と
い
う
問
い
を
め
ぐ
る
議
論
に
対
し
て
、
一
定

の
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三
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〇
）

こ
う
し
た
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
議
論
の
第
一
の
特
徴
は
、〈
知
識
〉
の
教
育
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
中
山
（2007

）
は
、

欧
州
評
議
会
の
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
特
徴
に
つ
い
て
、「
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
議
論
し
た
り
協
力
し
た
り
意
思
決

定
に
参
加
す
る
能
力
に
重
点
を
お
き
、
イ
ン
プ
ッ
ト
よ
り
も
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
重
視
し
た
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
模
索
し
て
い
る
」
と
指

摘
し
て
い
る
（
中
山2007: 214-5

）。
こ
の
指
摘
は
確
か
に
正
し
い
が
、
各
報
告
書
の
内
容
を
分
析
し
て
み
る
と
、
中
山
が
い
う
と
こ
ろ
の

「
議
論
し
た
り
協
力
し
た
り
意
思
決
定
に
参
加
す
る
能
力
」
と
同
等
に
、「
知
識
」
の
教
育
に
も
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
統

合
報
告
書
の
執
筆
者
で
あ
る
ビ
ル
ゼ
ア
も
、
三
つ
の
リ
ス
ト
の
共
通
点
と
し
て
、「
ス
キ
ル
や
価
値
や
態
度
だ
け
で
な
く
、
知
識
を
考
慮

に
入
れ
て
い
る
」
点
を
挙
げ
て
い
る
（B

îrzéa 2000: 34

）。

Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
議
論
の
第
二
の
特
徴
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
市
民
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
を
「
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
」
と
い
う
概
念
に
基
づ
い
て
規
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
き
わ
め
て
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。
日
本
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
、
多
く
の
場
合
、『
ク
リ
ッ
ク
・
レ
ポ
ー
ト
』
が
参
照
枠
組
み
と
さ

れ
る
。
し
か
し
、『
ク
リ
ッ
ク
・
レ
ポ
ー
ト
』
の
中
で
は
、「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
と
い
う
語
は
一
度
も
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
」
と
一
言
で
い
っ
て
も
、
そ
の
理
論
枠
組
み
や
内
容
は
、
国
（
地
域
）
に
よ
っ
て
大

き
く
異
な
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
、
欧
州
評
議
会
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
と
各
国
（
各
地
域
）
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
と
の

比
較
検
討
と
い
う
作
業
に
ま
で
踏
み
込
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

注（
1
）　

ク
リ
ッ
ク
・
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、C

rick

（1998

＝2012

）、C
rick

（2000
＝2011

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

三
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欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
一
二
一
）

（
2
）　

科
目
と
し
て
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
具
体
的
な
内
容
や
実
践
例
に
つ
い
て
は
、
水
山
（2008: 169-92

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）　

以
上
の
よ
う
な
世
界
各
国
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
二
宮
編
（2007

）、
嶺
井
編
（2007

）、
日
本
社

会
科
教
育
学
会
国
際
交
流
委
員
会
編
（2008

）、
武
藤
・
新
井
（2008

）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）　
『
学
校
教
育
辞
典
』
は
、「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
」
を
、「
社
会
の
構
成
員
と
し
て
の
「
市
民
」（citizen

）
が
備
え
る
べ
き
「
市
民
性
」

（citizenship
）
を
育
成
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
教
育
で
あ
り
、
集
団
へ
の
所
属
意
識
、
権
利
の
享
受
や
責
任
・
義
務
の
履
行
、
公
的
な
事
柄
へ
の

関
心
や
関
与
な
ど
を
開
発
し
、
社
会
参
画
に
必
要
な
知
識
、
技
能
、
価
値
観
や
傾
向
を
習
得
さ
せ
る
教
育
」
と
定
義
し
て
い
る
（
今
野
・
新
井
・
児

島
編 2003: 367-8
）。

（
5
）　

水
山
（2008

）
も
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
め
ぐ
る
議
論
に
は
、
地
球
市
民
性
を
育
成
し
よ
う
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
教
育
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、「
国
民
と
し
て
の
自
覚
や
国
を
愛
す
る
心
の
教
育
を
重
視
す
べ
き
」
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

教
育
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
と
指
摘
し
、「
両
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
間
に
は
な
か
な
か
接
点
が
見
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
水
山 2008: 

218-9

）。

（
6
）　

欧
州
評
議
会
は
、
人
権
、
民
主
主
義
、
法
の
支
配
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
国
際
的
な
基
準
策
定
を
主
導
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
九
四
九

年
に
設
立
さ
れ
た
汎
欧
州
の
国
際
機
関
で
あ
る
。
加
盟
国
は
、
Ｅ
Ｕ
全
加
盟
国
に
、
旧
ユ
ー
ゴ
諸
国
、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ト
ル
コ
を
加
え
た

四
七
か
国
で
あ
る
。
冷
戦
終
了
後
は
旧
東
側
諸
国
の
民
主
化
お
よ
び
市
場
経
済
へ
の
移
行
を
積
極
的
に
支
援
し
て
お
り
、
近
年
は
薬
物
乱
用
・
サ
イ

バ
ー
犯
罪
・
人
身
取
引
・
テ
ロ
・
偽
造
医
薬
品
対
策
・
女
性
に
対
す
る
暴
力
な
ど
の
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
外
務
省
「
欧
州
評
議
会

（C
ouncil of E

urope

）
の
概
要
」 <http://w

w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/area/ce/gaiyo.htm

l>

（
7
）　
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（com

petency

）」
と
「
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
（com

petence

）」
と
い
う
概
念
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
加
藤
（2011: 2

）
や
松

下
（2010: 36

）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
二
つ
の
概
念
は
基
本
的
に
同
義
で
あ
る
と
考
え
、
訳
語
を
可
能
な
限
り
「
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
」
に
統
一
し
た
。

（
8
）　

た
だ
し
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
教
育
の
両
分
野
に
お
い
て
共
通
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
定
義
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

の
本
家
と
い
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
い
ま
だ
に
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
概
念
が
輸
入
さ
れ
て
か
ら
一
〇
年

三
九
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一
二
二
）

以
上
が
経
つ
も
の
の
、
共
通
の
定
義
は
見
ら
れ
な
い
。
加
藤
（2011

）
は
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
①
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
い
う
概
念
が
ビ
ジ
ネ
ス

の
領
域
だ
け
で
な
く
教
育
・
司
法
・
臨
床
心
理
学
な
ど
の
広
い
領
域
で
使
用
さ
れ
、
そ
の
中
で
異
な
っ
た
定
義
が
さ
れ
て
い
る
点
」、
②
「
実
務
が

先
行
し
て
し
ま
い
、
研
究
が
後
追
い
に
な
っ
て
い
る
点
」
を
挙
げ
て
い
る
（
加
藤 2011: 1; cf. 

岩
脇 2007: 1-9

）。

（
9
）　

た
だ
し
、
こ
の
報
告
書
の
現
物
を
入
手
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
以
降
の
分
析
は
、
ビ
ル
ゼ
ア
が
執
筆
し
た
統
合
報
告
書
の
付
録
の
表
5

の
記
述
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
（B

îrzéa 2000: 83-5

）。

（
10
）　

た
だ
し
、
こ
の
報
告
書
の
現
物
を
入
手
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
以
降
の
分
析
は
、
オ
デ
ィ
ジ
ェ
が
執
筆
し
た
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

グ
ル
ー
プ
Ａ
の
報
告
書
の
記
述
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
（A
udigier 2000: 21-3

）。

（
11
）　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
九
四
年
に
制
定
さ
れ
た
「
二
〇
〇
〇
年
の
目
標

│
ア
メ
リ
カ
教
育
法
」
に
よ
っ
て
、
主
要
教
科
の
教
育
内
容
や
学
力

に
関
す
る
基
準
と
な
る
「
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
策
定
が
各
州
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
要
請
は
、
各
州
を
法
的
に
拘
束
す
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
が
、
現
実
に
は
多
く
の
州
が
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
教
員
の
養
成
・
研
修
、
教
科
書
の
採
択
、
学
力
評

価
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
連
邦
政
府
も
、
各
州
に
よ
る
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
策
定
を
支
援
す
る
た
め
に
、
各
教
科
の
全
国
的
な
専
門
団

体
に
補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど
し
て
、
モ
デ
ル
と
な
る
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
開
発
を
う
な
が
し
て
い
る
（
本
間
・
高
橋
編 2000: 36-41, 50-3

）。

文
献
リ
ス
ト

岩
脇
千
裕
（2007

）「
日
本
企
業
の
大
学
新
卒
者
採
用
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概
念
の
文
脈

│
自
己
理
解
支
援
ツ
ー
ル
開
発
に
向
け
て
の
探
索

的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
『
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
』
〇
七
‐
〇
四　

<http://w
w
w
.jil.go.jp/

institute/discussion/2007/07-04.htm
l>

奥
村
牧
人
（2009

）「
英
米
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
と
そ
の
課
題

│
政
治
教
育
の
取
り
組
み
を
中
心
に
」
国
立
国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考

査
局
『
青
少
年
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
総
合
調
査
報
告
書
）』　<http://w

w
w
.ndl.go.jp/jp/diet/publication/docum

ent/2009/200884/11.pdf>

加
藤
恭
子
（2011

）「
日
米
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
概
念
の
生
成
と
混
乱
」『
産
業
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
』
第
三
四
巻
第
二
号
。

四
〇



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
一
二
三
）

金
井
寿
宏
・
高
橋
潔
（2004

）『
組
織
行
動
の
考
え
方

│
ひ
と
を
活
か
し
組
織
力
を
高
め
る
9
つ
の
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
』
東
洋
経
済
新
報
社
。

唐
木
清
志
（2007

）「
日
本

│
実
践
・
参
加
型
の
授
業
づ
く
り
を
目
指
し
て
」
嶺
井
明
子
編
『
世
界
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

│
グ
ロ
ー
バ
ル

時
代
の
国
民
／
市
民
形
成
』
東
信
堂
。

経
済
産
業
省
（2006a

）「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
と
経
済
社
会
で
の
人
々
の
活
躍
に
つ
い
て
の
研
究
会
報
告
書
」<http://w

arp.da.ndl.go.jp/

info:ndljp/pid/1368617/w
w
w
.m

eti.go.jp/press/20060330003/citizenship-houkokusho,honpen-set.pdf>

経
済
産
業
省
（2006b

）「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
宣
言
」<http://w

arp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1368617/w
w
w
.m

eti.go.jp/

press/20060330003/citizenship-sengen-set.pdf>

今
野
喜
清
・
新
井
郁
男
・
児
島
邦
宏
編
（2003

）『
学
校
教
育
辞
典
（
新
版
）』
教
育
出
版
。

鈴
木
規
子
（2013

）「
フ
ラ
ン
ス
共
和
制
と
市
民
の
教
育
」
近
藤
孝
弘
編
『
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
民
性
教
育
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
。

棚
橋
健
治
（2007

）「
ア
メ
リ
カ
の
市
民
性
形
成
論
（
2
）

│
初
等
・
中
等
教
育
に
お
け
る
市
民
性
形
成
」
二
宮
皓
編
『
市
民
性
形
成
論
』
放
送
大

学
教
育
振
興
会
。

寺
倉
憲
一
（1994

）「2000

年
の
目
標
：
ア
メ
リ
カ
教
育
法
の
成
立

│
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
年
の
教
育
改
革
の
動
向
と
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
教
育

政
策
」
国
立
国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』
第
四
四
巻
第
九
号
。

中
山
あ
お
い
（2007

）「
欧
州
評
議
会
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
」
嶺
井
明
子
編
『
世
界
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

│
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
国

民
／
市
民
形
成
』
東
信
堂
。

二
宮
皓
ほ
か
（2004

）「C
om

petency-B
ased C

urriculum
に
関
す
る
比
較
研
究
」『
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
』
第
一
三
号
。

二
宮
皓
編
（2007

）『
市
民
性
形
成
論
』
放
送
大
学
教
育
振
興
会
。

日
本
社
会
科
教
育
学
会
国
際
交
流
委
員
会
編
（2008

）『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

│
新
し
い
社
会
科
像
を
求
め
て
』
明
治
図

書
出
版
。

本
間
政
雄
・
高
橋
誠
編
（2000

）『
諸
外
国
の
教
育
改
革

│
世
界
の
教
育
潮
流
を
読
む　

主
要 

6
か
国
の
最
新
動
向
』
ぎ
ょ
う
せ
い
。

松
下
佳
代
（2010

）「〈
新
し
い
能
力
〉
概
念
と
教
育

│
そ
の
背
景
と
系
譜
」
松
下
佳
代
編
『〈
新
し
い
能
力
〉
は
教
育
を
変
え
る
か

│
学
力
・
リ

四
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

（
一
二
四
）

テ
ラ
シ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

水
山
光
春
（2008

）「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

│
「
公
共
性
」
と
「
民
主
主
義
」
を
育
て
る
」
杉
本
厚
夫
・
高
乗
秀
明
・
水
山
光
春
『
教
育
の
3

Ｃ
時
代

│
イ
ギ
リ
ス
に
学
ぶ
教
養
・
キ
ャ
リ
ア
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
』
世
界
思
想
社
。

嶺
井
明
子
編
（2007

）『
世
界
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

│
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
国
民
／
市
民
形
成
』
東
信
堂
。

武
藤
孝
典
・
新
井
浅
浩
（2008

）『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
校
に
お
け
る
市
民
的
社
会
性
教
育
の
発
展

│
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
』
東
信
堂
。

山
田
千
明
（2007
）「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

│
「
民
主
主
義
尊
重
」
に
よ
る
「
統
一
」
と
人
格
教
育
」
嶺
井
明
子
編
『
世
界
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教

育

│
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
国
民
／
市
民
形
成
』
東
信
堂
。

A
udigier, F

. 

（1998

）. B
asic C

on
cepts an

d
 C

ore C
om

peten
cies of E

d
u

cation
 for D

em
ocratic C

itizen
sh

ip: an
 In

itial C
on

solid
ated

 

R
eport, D

E
C
S
/C

IT
 

（98
）. S

trasbourg: C
ouncil of E

urope.

A
udigier, F

. 

（2000

）. B
asic C

on
cepts an

d
 C

ore C
om

peten
cies for E

d
u

cation
 for D

em
ocratic C

itizen
sh

ip, D
G
IV

/E
D
U
/C

IT
 

（2000

）23. S
trasbourg: C

ouncil of E
urope.

B
îrzéa, C

. 

（1996

）. E
d

u
cation

 for D
em

ocratic C
itizen

sh
ip - C

on
su

ltation
 M

eetin
g: G

en
eral R

eport, D
E
C
S
/C

IT
 

（96

）1. 

S
trasbourg: C

ouncil of E
urope.

B
îrzéa, C

. 

（2000

）. E
d

u
cation

 for D
em

ocratic C
itizen

sh
ip: A

 L
ifelon

g L
earn

in
g P

erspective, D
G
IV

/E
D
U
/C

IT
 

（2000

）21. 

S
trasbourg: C

ouncil of E
urope.

C
arey, L

., &
 F

orrester, K
. 

（2000

）. S
ites of C

itizen
sh

ip: E
m

pow
erm

en
t, P

articipation
 an

d
 P

artn
ersh

ips, D
E
C
S
/E

D
U
/C

IT
 

（99

） 62 def.2. S
trasbourg: C

ouncil of E
urope.

C
ouncil of E

urope. 

（1997

）. S
econ

d
 S

u
m

m
it of H

ead
s of S

tate an
d

 G
overn

m
en

t of th
e C

ou
n

cil of E
u

rope: F
in

al D
eclaration

 

an
d

 A
ction

 P
lan. S

trasbourg: C
ouncil of E

urope. <https://w
cd.coe.int/V

iew
D
oc.jsp?id=593437&

S
ite=C

M
>

C
rick, B

. 

（1998

）. E
d

u
cation

 for C
itizen

sh
ip an

d
 th

e T
each

in
g of D

em
ocracy in

 S
ch

ools: F
in

al R
eport of th

e A
d

visory G
rou

p 

on
 C

itizen
sh

ip. L
ondon: Q

C
A
. 

長
沼
豊
・
大
久
保
正
弘
編
著
、
鈴
木
崇
弘
・
由
井
一
成
訳
『
社
会
を
変
え
る
教
育

│
英
国
の
シ
テ
ィ
ズ
ン

四
二



欧
州
評
議
会
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
石
井
）

（
一
二
五
）

シ
ッ
プ
教
育
と
ク
リ
ッ
ク
・
レ
ポ
ー
ト
か
ら
』
キ
ー
ス
テ
ー
ジ
21
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
一
二
年
。

C
rick, B

. 

（2000

）. E
ssays on

 C
itizen

sh
ip. L

ondon: C
ontinuum

. 

関
口
正
司
編
訳
『
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
論

│
政
治
哲
学
と
市
民
』
法

政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
一
年
。

D
uerr, K

., S
pajic-V

rkaš, V
., &

 M
artins, I. F

. 

（2000

）. S
trategies for L

earn
in

g D
em

ocratic C
itizen

sh
ip. D

E
S
/E

D
/C

IT
 

（2000

）

16, S
trasbourg: C

ouncil of E
urope.

O
E
C
D
. 

（2005
）. T

h
e D

efi n
ition

 an
d

 S
election

 of K
ey C

om
peten

cies: E
xecu

tive S
u

m
m

ary. P
aris: O

E
C
D
. <http://w

w
w
.oecd.org/

pisa/35070367.pdf> 
立
田
慶
裕
訳
「
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
定
義
と
選
択
（
概
要
）」
立
田
慶
裕
監
訳
『
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

│
国

際
標
準
の
学
力
を
め
ざ
し
て
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
六
年
。

R
ychen, D

. S
., &

 S
alganik, L

. H
. 

（2003

）. K
ey C

om
peten

cies for a S
u

ccessfu
l L

ife an
d

 a W
ell-F

u
n

ction
in

g S
ociety. H

ogrefe &
 

H
uber P

ub. 

立
田
慶
裕
監
訳
『
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

│
国
際
標
準
の
学
力
を
め
ざ
し
て
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
六
年
。

S
pencer, L

. M
., &

 S
pencer, S

. M
. 

（1993

）. C
om

peten
ce at W

ork: M
od

els for S
u

perior P
erform

an
ce. N

ew
 Y

ork: W
iley. 

梅
津
祐

良
・
成
田
攻
・
横
山
哲
夫
訳
『
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
展
開
（
完
訳
版
）』
生
産
性
出
版
、
二
〇
一
一
年
。

V
eldhuis, R

. 

（1997

）. E
d

u
cation

 for D
em

ocratic C
itizen

sh
ip: D

im
en

sion
s of C

itizen
sh

ip, C
ore C

om
peten

cies, V
ariables an

d
 

In
tern

ation
al A

ctivities, D
E
C
S
/C

IT
 

（97

）23. S
trasbourg: C

ouncil of E
urope.

＊　

外
国
語
文
献
で
邦
訳
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
引
用
の
際
に
邦
訳
の
頁
数
を
併
記
し
て
い
る
が
、
訳
文
は
筆
者
の
責
任
に
お
い
て
適
宜
変
更
し
て
あ
る
。

＊　

原
文
に
お
い
て
太
字
で
強
調
さ
れ
て
い
る
部
分
に
は
、
訳
文
に
傍
点
を
付
し
た
。

四
三



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




